


真実かどうか みんなに公平か 好意と友情を深めるか みんなのためになるかどうか  

☆ 会長挨拶   河田勝正 会長   大阪国際大会に参加して 
 世界の国々のロータリアンが一堂に会し、異業種交流、異文化交流、更に世代間交流の有意義な場を作り上げて

いる。ロータリーの情報交換と世界的親睦を深める最高のコンベションである。 

 ロータリーのあらゆる国際的情報が飛びかい、自己を見失う程の深遠な質量である。産業革命に匹敵するIT革命

と呼ぶに相応しい。 

 開会本会議でマジィアベ会長のスピーチは自然界の四季の移り変わり、人間社会における親と子の関係、その基

本原則の継続性について、そしてロータリーにおいては、リーダーからリーダーへと引継ぐことにより、強いリーダー

シップが育成されるとの冒頭の言葉である。企業でいうゴーイングコンサーンの原理である。畢竟するに、世界理解

と親善と世界平和の理念であり、ここに正に、ロータリーの社会的存在価値を見出すものである。 

☆ 幹事報告   五島唯雄 幹事  
1. 近隣クラブ例会変更のお知らせ 

     亀山ＲＣ：６月２８日（月）⇒６月２６日（日）本年度最終例会のため一力 

     鈴鹿ＲＣ：６月 3０日（水）本年度最終例会のため舞子ヴィラ 

その他のＲＣ：津、伊勢度会、名張中央ＲＣ 

2.  ロータリー適用レートが６月１日より１ドル１１２円（現行１０６円）に変更されます。 

3.  第２７回インターアクト年次大会のご案内 

日時：８月２１日（土）10：30 登録受付１２：００～ 

     ８月２２日（日） 9：00  開会   12：30 閉会   主会場：松阪市民文化会館 

ホストクラブ：昴学園高等学校  ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：松阪山桜ＲＣ 

登録料：ＲＣ会員 12,000 円、顧問教諭 8,000 円、ＩＡＣ会員 8,000 円、交換学生 

       8,000 円登録締切：６月２１日（月） 

4. 次年度、ガバナー補佐訪問の日程が７月１３日（火）から７月２０日（火）に変更になりましたので、ご予定のほど

よろしくお願いいたします。 

5. 郡上白鳥ＲＣは７月１日より、郡上長良川ＲＣに名称変更いたします。 

6. 2004-05 年度ロータリー手帳配布（購入希望者のみ） 

7. 各委員長は、2003-04 年度委員会活動報告書の提出を 6 月 30 日までにお願いいたします。 

☆ にこにこボックス   合計： １０千円   

◇ 河田会長： 国際親善と交流を深める国際大会に参加、協力頂き有難う御座いました。 

◇ 中瀬会員： 下田会員： 委員長会議の懇親会のワインを提供して下さった方下田幹事、田中八郎 

さん衣斐さん森さん岡田さんありがとう、サンキューでした。 

◇ 矢野俊幸（鈴鹿ＲＣ）：久しぶりにお世話になります。 

◇ 田中八郎会員：ＲＩ国際大会に参加でき有難う感謝します。田口、松下委員他に御礼 

◇ 坪田栄吉会員：山中智博さん留学決定おめでとうございます。健康に気をつけて下さい。 

◇ 小林充会員：森さん永年にわたり食の安全に努められこの度知事表彰受賞おめでとう 

◇ 松本裕夫会員：国際大会無事終了を祝い・山中さんのブラッドフォード大学院入学許可をお祝いして、

お元気に勉学に励んで下さい。 

◇ 大泉源之会員：ＲＣ 大阪大会、田口さん、松下さんご苦労さまでした。 

☆ 出席報告              

◇ 6 月 1 日：会員 50 名中 39 名 出席率 78％。5 月 21 日：94%。5 月 25 日：88%。 

☆ 諸事お祝い   ５月・６月度 

◇ 会員誕生日： 岸本春雄、河合繁雄、山西康裕、林 照夫、大野定行、大泉源之、垣見浅一 

◇ 夫人誕生日： 岡田典子、岩崎千津代、植田照子、西村孝子 

◇ 結婚記念日： 林 照夫・弘子、宮崎和郎・みちえ、岡田尚武・典子、山西康裕・宮子、 

松下伊九雄・雅子、塩川彰彦・由華、岩崎 透・千津代 

☆ ２００４年ロータリー国際大会に参加して  田中 通会員 
ロータリー全体が未来に向かってどこに進んで行こうとしているのかを理解することに，これ以上適切な場を私は知

りません．最初の 2 日だけで大阪を離れなければいけ ないことは，非常に残念でした。"高齢者への奉仕に関する

討論ワークショップ"では，松本会員の報告・提案が参加 者の想定していた範囲を超えていたものでしたので，全

員が新鮮な感動を受けていた のが印象的でした。"さつき教室"等への関わりに誇りを持てる瞬間でもありました。

しかしながら，同ワークショップでは他 RC の日本人会員の発言に参加者からの失笑 を買うようなものもあり，日本

人としてその場にいることが非常に辛い場面もありま した。ここでの詳細は控えることにしますが，ともかく我々が

真のロータリアンであるためには，単に言われるがままに寄付金を出すのでなく，常に信念と責任を持って 行動し，

寄付金に対してもその使われ方まで責任を持たなければいけないということを，改めて考えさせられました。世界の

中で日本のロータリアンが気のよいタニマチ で終わらないために，するべきことは多そうです。展示場では WCS が

今回世界中から集めた要望のあるプロジェクトをたくさん紹介していただきましたが，友好クラブのルンピニ RC があ

るタイのプロジェクトだけをピック アップしてきました．効果的なプロジェクトの種を見つけることができれば紹介した 

かったのですが，英語ばかりだったので，私自身にもう少し勉強と時間が必要です。このような規模の大会では電

車・バス・会場で他クラブのロータリアンと知り合う機会があり，それが非常に新鮮で楽しいものでした。ただ私が名

刺をほとんど持っていかなかったことは大きな失敗でした。 


